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■    ぶ っ く・ え ん ど    ■

高校生のこころをつかむ本 を

知人の息子 が高校生だったころ、よ く家 に遊 び

に来ていた。 ある日、上が りこむなり私の鼻先 に

1冊 の文庫本 を突 きだす。見 ると、現代漢字・ カ

ナ使 いに変 えた夏 目漱石の『 こ ゝろ』 である。

ニキ ビ面でまくしたてる口上 によれば、 これは

クラスで読書会 をや るから読 んでおけと先公 に言

われた本 だけど、 タルイからあらす じを教 えて も

らいたい、 これか ら友達 とレコー ド屋 に行 く約束

があるので 5分間でチャチ ャッと頼 む、 との こと。

私はメモ用紙 に三角形 を書 き「先生」「 お嬢 さん」

「 K」 と記入 した。友人のKがお嬢 さん を好 きだ と

知 りつつ、先生が先回 りして婚約、絶望 した Kは

自殺 、先生は結婚 したが苦 しみ ながら生 き、最後

には自分 も自殺・・…・。

「 ゎかった。ノ 司会 のヤツにあてられた ら、 自

分 はエゴイス トだ と苦 しむ姿 に感動 した と言って

おこう。 ありがと、 そい じゃ」

5分 どころか 3分間で彼 は消 えて しまった。取

り残 された私は、 日本の高校生はいまだに『 こ ゝ

ろ』 を読 まされているのか、 とためい きがでた。

彼 よ り十何歳 か年上の私 も、高校時代 に『こ ろゝ』

の読書会 なるもの を体験 している。「先生」の内面

の深刻 さを感 じるにせ よ、戦後 に生れた人間には

ピンとこないところが多す ぎる作品だと思えた。

元気のいい女教師が「この作品ではお嬢 さんが人

間として描けていませんね。文豪の限界をちゃん

と読みとりなさいよ」 としんらつなア ドバイスを

して くれたことを思い出す。

大人 になってか ら『 こ ゝろ』 を読み直 し、 こん

なに幼稚 で一人 よが りな恋愛 が原因で、知性派 の

大人達の人生 が破滅 す るとい う作品が成立 したの

は、 日本人の精神 が跛行的 に近代化へ と向 かった

からか、 と奇妙 な感慨 を覚 えたものだ。

おそらく名作 なのであろうし、文学史上 さまざ

まな意味のある作品だとしても、高校生の集団読

書 に取 りあげるべ き普遍的魅 力があるのだろ うか。

私の偏見によれば、教育界には前例 を長 く踏襲

す る傾向があ り、一度高校生向 きだとされた本は、

その座 をなかなか降 ろ してもらえない。武者小路

実篤の『友′情』 などもそのた ぐいであろ う。

大人が成長期の若 い人 に本 をすすめる場合、 そ

れな りの仁義 があると思 う。 自分 が読 んで面白 く

ない本 を、高校生の君達 にはタメになるはずだ と

押 しつけるは、彼 らに対 して無ネLそ の もの。

反対 に、 もし十代の ころこれを読 んでいた ら、

その後の自分 は多少違 う人間になっていたのでは

ないか、 と感 じる本 に出会 うことがあるはず。私

の場合は、 リチ ャー ド・ ライ トの「ブラック・ ボ

ーイ」やアリス・ ウォーカーの「紫 のふ るえ (原

題 カラー・パ ープル)」 のような黒人文学 にその種

の感動 を味 わ うことが多い。

本の洪水の中から若 い人々のために選ぶ とした

ら、 そ うい う思いの こもった書物 を。 そしてそれ

を愛読す るかどうか決めるのは彼 ら自身 なのだ。

さて、 かのニキ ビ高校生は、今や高校教師 とな

った。 メモ用紙 の三角形 をタナに上 げて『こ ろゝ』

を生徒 に推薦 した りした ら、当節はや りの過激 な

体罰 をカロえてやろ うと思 っている。

(鈴木由美子 :わ いふ編 集部 )
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学 校 図 書 館 の 現 場 か ら

石 山 睦 美

学校図書館 で “本 を選ぶ"と いった場合、現状

では様 々な問題 が浮 かびあがって くる。本 に関す

る情報 に不 自由 しないとは決 して言 えない学校現

場 に、 LASか ら高校版 の出版情報 が出 ることは

非常 に喜ば しい。 だが、後 に述べ るよ うに、い く

ら出版情報 が充実 して きても、それ を “選ぶ"こ

とが困難 な状況 がいよいよ深 まりつつ ある。以下

に、1)実際 に選書 をす る段階での問題、2)選書 を

す る人材 (図書館員)の確保や環境 の整備 といっ

た問題、 を提起す ることによって「民主教育の拠

点 としての学校図書館 づ くり」 に少 しで も多 くの

協 力が得 られた らと思 う。

1)実際に選書 をする段階での問題

学校は “教科書で教 える"場から、“教科 書 を教

える"場 になったといわれて久 しい。進学校 は入

試の範囲 をで きるだけ急 いで網 羅 して しまお うと

す るし、「高校 ぐらい出ておかなければ」学校 はい

かに していわゆる高校生の一般教養 なるもの を身

につけさせ るかとい うことで躍起 になっている。

その どちらも、生徒一人一人の疑間 を大切 にし、

その解決への過程 を見守 ってい く余裕 はない。学

校 のカリキュラムが教科書 を離 れない限 り、授業

で本 を使 って くれない限 り、教科 関係の資料 と生

徒 との間は どんどん離 れていって しま う。 その結

果、「学校図書館の本は堅 くてむずか しくてつ まら

ないものばか り」 とい うことになって しま うので

ある。 これが第一の問題点。

第二 は生徒の言 う “面白い本"を いわゆ る「学

校図書館」 の枠が排除 して しま う傾向 にあるので

はないだろ うか、 とい うことだ。「教育的配慮」 と

ひ と言で処理 されて しま うことが多いのだが、 こ

の場合の「教育」 とは一体何 を指すのだろ う。疑

間 を感 じ、何 が しかの判断 を要求 された場合 にで

きうる限 りの解決法 を探 り、考 える力 を養 ってい

くのが学習であり、その成長 を援助す るのが教育
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だと思 うのだが、実際は「事 なかれ主義」孫屯粋培

養」 による体制盲信人間の育成ではないのだろ う

か。“判断 力の ない高校生 に偏 った見方 を教 えるこ

とは教育上好 ましくない"と いわれるのが常であ

るがヾ愛知や千葉 の禁書問題、「教科書検定」とつ

ながってい く大 きな問題である。

2)学校司書 をめ ぐる問題

現在、全国の学校図書館の専任図書館員のほ と

ん どは、『学校図書館法』の附則 第 2項 “当分の間

置 かないことがで きる"に よって30年間置 かれな

いままの司書教諭の代替職員 =い わゆる「学校司

書Jである。職名は「実習助手」「司書」「事務主事

(図書館担 当 )」 その他様 々あるが、「実習助手」で

ある数県以外のほとん どは行政職の事務から図書

館へ人 をまわ して、最近 は有資格者 をとるよ うに

なつた とい う歴史 的経過 がある。従 って校内での

司書の発言権 も弱 く、 とか く “行政職 なのだから

教育 に口を出すな"と か “図書館 の事務だけやっ

ていろ"と 、本来司書 として当然するべ き図書館

の利用指導や レファレンスが「教育職」「行政職」

の間で非常 にや りに くくなっている状況 がある。

また、教育職 でないために図書館運営 に必要 な研

修 の時間が保証 されない (資料研究のために書店

や他の図書館へ行 きたい場合や図書館関係の研究

会・学習会 に行 きたい場合 も、 自分の年次休暇 を

使 わなければ ならない司書が非常 に多い)の であ

る。大 きい書店 もいい公共図書館 も近 くにな く、

自分 が出かけて しま うと図書館 が閉館 になって し

まった り、そ うならないまで も明 らかに貸 出 し冊

数 がが くんと減 った りすれば、学校司書 をとりま

く環境 がいかに厳 しいものか、おわか りになって

いただけるであろ う。

さらにまた、行革のあお りで各地 で学校職員の

減員 がおこり、定数法上裏付 けのない学校司書 が

3～ 4校兼任 (各校 2-3日 ずつ開館)と か、「事

務主事 (図書館担 当)」 のカッコ内がはず されて事

務 に戻 され、図書館 には補充 しないといった悲惨

な状況 が広 が りつつ あるのだ。

教員が余って きて、司書教諭の資格 を持 った教

員 を兼任 で図書館へ まわそ うとい う動 きのある昨

今、「教育職 2等級・定数法位置付 けのある専任の

新司書教諭 (現学校司書・司書教諭の移行措置 を

含む)」 の学校図書館法改正が現場 の悲願 なのだ。

(埼玉県立草加西高校司書 )



★

進 路 と 図 書 館

増 田 道 子

3月 の半ば頃、図書館 で こじんまりとした図書

委員会のおわかれ会 を行 った。 その時挨拶 して く

れた卒業生 に「本 を全然読 んでいなかったので、

図書委員 になれば少 しは本 が読 めるかなと思 って

委員 になったけど、読 まず に終 って しまった」 と

い う反省 を述べた男子生徒 がいた。ほんの一部分

の言葉 ではあったが、いつ まで も心 に残 った。彼

は委員長 も務め、図書委員であった期間 に行 われ

た 4回の読書会 にも全て出席 していた。いつ も本

を読むのは苦 手だ と言いなが ら読書会 のテキス ト

を読 んでいたが、結局彼の なかで読書 がその先 に

拡 が りを持つ ことがで きなかつたとい うことにな

るのだろ う。

図書館 で接す る人達 に事 あるごとに読書 を勧 め

ているつ もりではいるが、 こちらの問いかけが漠

然 としていて、一人一人の持 っている興味 に関連

づ けることがで きなければ、単 なる言葉 だけで終

って しま う。 この高校の生徒の要求 に具体的 に答

えるための図書の選定、運営 について細 かな対策

が必要 だと感 じた。

そんな矢先、この 4月 から図書部 に入 られた先

生 と、落着 いて話 をす る機会 を得 た。 どのよ うに

して図書館 を生徒 のものに していった らよいかと

い うことが話題の中心だつた。 その先生 が考 えて

お られたのは、「読書 を進路 に結 びつけ系統 的 な指

導 がで きないものだろ うか」 とい うことだつた。

3年生の担任 をなさった時 に、生徒 が進学や就職

の面接 の際、読 んだ本 について満足 な返事 がで き

なかつた り、当然身 についていなければな らない

矢口識 がな く立往生 して しま う例 が多 く、 イ可とか し

たいと感 じていたので、そのために図書館 を生 か

したいと言われた。

もちろん生徒 に接す る先生がたが様 々なかた ち

で努力をなさつているが、即席 に仕上 げ られない

ことが多 く、 また個 々人の対応 では時間的 にも限

界がある。生徒の学びたいこと、知 っていなけれ

ばならないことを予測 し、それに対応 した図書 を

用意す ることがで きれば、進路指導の底辺 が拡 が

るに違 いない。図書館の本校での とる道が一つ見

えて きた思いが した。

現在の蔵 書のなかには、い くつ かの職業 につい

てのガイ ドブ ック、それぞれの職業につ くために

必要 な資格や知識 について書 かれたもの、将来 に

ついて考 えるきっかけをつ くる図書 も多少ある。

それ らについて今 までは新人生対象 に図書館で行

うオ リエ ンテーションの際 に簡単 に触 れた り、個

々に相談 に来た生徒 に紹介す るに止 まっていた。

図書館 か らの働 きかけばか りでな く、担任や進路

指導部の先生 がたと連携 して、生徒 が自分で必要

な図書 に近づ くことを可能 にし、また同時 に蔵 書 を

豊 かなものにして行 くことがで きれば、図書館 も

もっと身近 なものになるかもしれない。

例 えば、服飾関係の仕事 を希望 す る生徒 には、

生地 についての基礎 的な知識が必要 になるだろ う

し、 コンピュー タ関係の勉強 をしたい者 にはコン

ピュータ化 された社会 についての考察 も必要 とさ

れるだろ う。 こういったことを本 を読 むことによ

って解決 していってほ しい。

その後の図書部の話 し合 いで、図書館運営の一

つの方向 として、まず最初 に生徒 の進路 の方向 を

過去 の実績 によ り具体的 に把握 し、それぞれに役

立つ情報 を収集す ることから始めたらとい うこと

になつた。残 された生徒 の体験談 も活用で きるだ

ろうし、苦労 なさって きた先生がたか らの推薦 も

お願 いしていかなければならない。図書館 として

も、 日々進 んでいる社会 に対応 で きるよ う、新 し

い出版情報 を手に入 れてい きたい。

とりあえず 3年生向けの差迫 った情報源 から揃

え、将来的 には高校 3年 間をそれぞれの段階 にわ

けて積み上 げていければ とい う話 にも進んでいっ

た。第 1段階で自分の将 来 について考 え、第 2段

階で社会 につ いて知 り自分 が何 に向いているかを

考 え、第 3段階で選 んだ方向 について必要 な知識

を学ぶ。 その場 の偶然や思いつ きで職業 を選択す

るのではな く、 このよ うな段 階 を踏 んでほ しい し、

そ うい う方向付 けをしなければ真の進路のための

読書 とはならないと言 える。

計画は遠大 なもの になったが、 どこまでで きる

か皆 目見当 もつかない。 また、取 り立てて新 しい

試み と言 えるわけで もないが、図書館 に本 を並ベ

3



て利用 を待つ ことから脱 け出 し、他の先生 がた と

協 力 して、生徒一人一人 を対象 に、よ り具体的 に

要求 に応 じられる図書館 づ くりの きっかけに して

い きたいと思 う。(都立南野高等学校・学校 司書 )

★ ★

学 校 図 書 館 雑 感

小 田 光 子

学校図書館 は、昭和 28年制定の学校図書館法 で

「 学校 には学校図書館 を設けなければならない」

と定め られているもので、その目的は教育課程 の

展 開に寄与す ること、健全 な教養の育成 をす るこ

ととされているが、その目的 を達成す るには施 設

面、資料面、職員面等 それぞれに解決すべ き問題

をかかえ、その進展 は遅 々 としたものである。

まず施設面では、設置場所 が3,4階 にあるのが

多 く、面積 も教室 2つ ぐらいで、特別 に図書館用

に建設 されていない場合 が大半である。近年、公

共図書館 では、階段 をな くし道路 からスムースに

入 れるよ う工夫 され、館内 も清潔 で明 るく、ゆっ

た りした雰囲気で読書で きるよ うにされつつ ある

の に比べ ると、数段 のひ らきを感 じる。利用者 が

若 い生徒達であるためか、必要 とあれば少々の労

はお しむなとい う教育的効果 を考 えての ことかは

わからないが、読書 をすすめる私達の立場 か らす

ると困 った事 とい う感 じを受ける。

次 に資料面、少 しで も多 くの生徒達 に利用 して

もらうためにも、資料 が魅 力的 なものである事 は

重要であるが、学校図書館 の資料費 とい うと、市

内中学校 において4,50万円、本校の場合のよ うに

比較的恵 まれている学校でも320万 円程 で、年 々値

上 りす る本代 に比べ その伸 び率 は低 く、継続 図書、

金額 のはる辞書事典類 を購入 し、残 りで新刊書 を

購 入す るとなると、図書選択 には頭 も心 も悩 ます。

次 に職員面、学校図書館法第 5条 で「学校 には

学校図書館 の専門的職務 を掌 らせ るため、司書教

諭 を置 かなければならない」とあり、2項では「司

書教諭は教諭 をもって充て る。……」 とあるが、

県下の場合 1,2名 で、その代 わ りに私達 のよ うな
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司書、司書補 、期限付 きの臨時職員が学校司書 と

して配置 されている。身分は事務職 に扱 われるが、

実際の仕事は学校行事 にかかわる事ばかりで、事

務の方 からも教員の方からもは じき出 された立場

にあ り、困惑 す ることもある。学校図書館 が設置

された段 階で、教育課程の展 開に寄与する目的 か

らも、司書教諭 が配置 されることが正常ではない

だろ うか。 しか し法制定後30余年たっていなが ら、

司書教諭 はむろん学校司書す ら配置 されていない

学校 がある。岡山市内中学校の学校司書の配置 は

ほぼ 100%に 近いが、県下 109校の高校の内76校 に

配置 され、その内16校が県費職員で、他は期限付

き臨時職員か私費で雇用 されている。期限付 き臨

時職員の方々は司書資格 を有 しているが、「 1年 目

に仕事 を覚 え、何 か計画 してやっていこうと思 う

2年 目に期限が切 れて残念」 と言っているの を聞

く。昨年、高梁市で開かれた中国地区学校図書館

研究大会 の決議事項の 1つ に、学校図書館 に司書

教諭の配置 をとい う要望事項 が採択 されたが、最

近の行革 がすすめ られている状況下では、道 はま

だまだ遠 いと言 える。公共図書館 では考 えられな

い、司書のいない学校図書館 がどうい う状 態 にあ

るだろ うか。

開館時間が 1週 間の うち2,3日 であったり、午

後のみ とか。又本 が右 から左へ と配架 されていた

り、 日録 の とり方、分類 の しかた も担 当 した人の

それぞれの考 えで されているため統一 されていな

い。又利用 しに くく、探 している本が見つけ られ

ず終 るとい う結果 になることもあるそ うだ。

近年、公共図書館 にはコンピュータの導入、図

書館 間のネッ トワーク化 が進 め られ、 より細 やか

なサー ビスの充実で市民生活 に根 をおろし、図書

館 の重要性 は拡大 しつつあることに比べ、学校図

書館 はますます水 をあけ られるのではないかと思

われる。

利用者である生徒達の活字離 れが問題視 された

り、受験戦争の影響 で勉強 に追 われ、読書 しよ う

とい う時間 も心のゆとりも持 てない生徒達 を目の

当 りにす ると、青春時代の思い出 として一冊 で も

良いから読 んでほ しいとい う思 いと、少 しで も図

書館 に親 じめるよ うに、魅 力ある図書館づ くりに

取 り組 む必要 を感 じる。微 力な一司書 として、公

共図書館 から転勤 して きた司書 として、 ささやか

な目標 は、図書館の利用方法 とマナー を伝 えたい

とい うことである。以前公共図書館 に勤務 した時、



来館 した大学生の図書館利用の程度の低 くさにび

っ くりしたからである。

生涯学習の場 として、余暇の有効利用の場 とし

て、図書館の働 きはます ます大 きくなつてい く現

在、学校図書館 が学校の一施設 に終 ることのない

よ うにしたい。 その重要な時期 が来ているよ うに

思 われる。 (岡 山県立岡山操山高等学校 )

★ ★ ★

都 立 高 校 司 書 教諭 が

や って来 た こと

鬼 頭 徳 子

学校図書館法 が制定 されて30余年、東京都 に司

書教諭の制度 が しかれて20余年た ちま した。 まっ

た く新 しい制度であったため、教職員の間で も、

生徒 にとって も、なかなかそのイメー ジが定着 し

ないで、大変苦労の多い毎 日で した。 そんな状態

の中で、 それぞれの司書教諭は、配置 された学校

の実態 をふ まえなが ら、様 々な実践 を行 って来 ま

した。

それ らの実践 の一部 は、組合の教育研究集会 (都

立高校、全都、全国の各段 階で)や学校図書館関

係の研究会で発表 された り、図書館関係の、或 い

は、学校図書館関係の雑誌 に発表 されています。

しか し、 日にふれる範囲がせ まかった ことは否め

ないで しょう。

学校図書館法改正が叫ばれて久 しく、いろいろ

な “改正案"や、改正のための考 え方が出 されま

したが、 その ときどきの事情で改正 までいかず、

現在 にいたっています。で も、学校 には、司書教

諭 が必要 なのだと私た ちは考 えています。 そして

東京都高等学校教職員組合司書教諭対策委員会 も

しか りです。 その ことを多 くの方 に理解 していた

だ くには、具体的 に今 まで司書教諭がやって来た

ことを知 っていただ く必要があると考 えました。

「軌跡一 都立高校図書館 の教育実践」 は、その

ために作 られた小冊子です。「第 1集」は第 1集 と

銘打 ってお りませんが、'83年 10月 に、第 2集 は、

この 3月 末 に発行 されました。少 しで も広 く知 っ

ていただ くために、この紙 面 をお借 りしてお知 ら

せす る次第です。内容 が正確 に伝 わることを願 っ

て、以下 に目次 を写 させていただ きます。

第 1集/・ 教育課程の中に図書館利用・ 自由読

書の時間 を/・ 積極的に生徒 に働 きかける図書館

活動/・ 教科外活動の一 こまに取 り上 げた「情報

処理」ゼ ミの こと/・ 参考図書 を使 っての演習―

一年生秋 の図書館 オ リエ ンテーションーー/・ 授

業改革<自 主ゼ ミ>と その後一―根づいた学図の

位置一―/・ 知的労働 としての手仕事――切抜 き

実習 を授業の中で一―/・ 高校学習入門 としての

試み/・ 全校読書感想文 コ ンクール・18年 間の記

録/・ ある “試み"二年生対象のサー クル読書会

/・ 高校生の知的生活度/・ 図書館週間一-12年

目を終 って一一/・ 学校祭 に図書委員会 として取

り組んだこと一一読書傾向調査 と東京文学地図一―

/・ 日野高校図書委員会/・ 神代高校図書館の20

年/・ 図書館主催 の講演会 について一-6年 目の

報告

第 2集/・ 自由読書 を軸 にした選択講座 「教養

社会」 を担 当 して/・ 学校図書館 における選書の

問題/・ これからの読書指導/・ 「調べ る」 こと

の実践 として/・ 推薦図書 リス トをどう作 ったか

/・ はだ しのゲ ンの道 をたどる/・ 都立高校一年

生の読書生活/・ 進路講演会 と図書館活動/・ み

んなでよもう一一 PTAむ け推薦 図書一― /・「蔵

工記念館」 の倉1設 まで/
さて、臨調路線 による行政改革は、多 くの国民

の願 いを無視 す る方向で、生活の諸分野の中で着

々とすすめ られています。一度は廃案 になったも

のの、国家機密法制定の動 きは相変 らずあ り、教

育 の面では「臨教審」の答申にもみ られるよ うに、

ます ます非民主的で管理強化の方針 が出 されてい

ます。 その中で私達はい じめなど荒廃 のい ちだん

とすすむ教育現場 で、夢 を失 いや る気 を失 いがち

な生徒 た ちをかかえて、 よ りよい教育 をめ ざして

がんばっています。今、 こうした′情況 にあるから

こそ、学校図書館 は、 自主的 に学習や読書 にとり

くみ、学 び方の技術 を身 につける場 としての機能

を充分 に果た し、生徒 ひとりひとりが基礎的な学

力を身 につけ、健康 で実 りある高校生活 を送 るた

めに、なお一層努 力す ることが求め られていると

思 います。そ して、学校図書館 がその機能 を果た

すためには、担 当す る職員の高い資質が求め られ

ます。“とにか く人 を"と い うことでは、あとに禍

根 を残す ことになることは明 きらかです。私た ち



司書教諭 は、豊 かな教育経験 をもち、教師の教科

教育 その他への援助 などので きる司書教諭 と、教

育職二等級 の学校司書 が、学校教育・学校図書館

教育の充実発展のために必要不可欠であると考 え

ています。

なお、「軌跡」は組合 での発行部数は予算 の関係

で限 られているため、 その版権 を借 りて増刷 して

あります。 ごらんにな りたい方は、筆者 までご一

報いただければ幸いです。(都立深 沢高校司書教諭 )

公共図書館 と十

代の子 どもたち

学校図書館 と公共図書館 との関 わ り、あるいは

連携 とい う課題は、あ きることな く繰返 されるけ

れど、実 りのある話は、極 めて少 ない。 そ してそ

の多 くは、小・中学校 とい うよ りは小学校 との関

係で、児童サービスの範囲でとい うことになる。

これは これで大切 な問題であるが、 ここでは、

十代の子 どもたちと図書館 とい う視点で考 えてみ

ることに しよ う。私は公共図書館 の施 設計画 にた

ず さわることが多い。新築のための計画づ くり、

そして設計。 この とき、計画面で も実際の建築で

も、十代の子 どもたちへの<図書館サー ビス>と

しては、殆 ん ど何 もないことに気づ く。 いま図書

館へ行 ってみ ると、いわゆる児童 のためには、200

r,300rと い ぅスペースをさき、本 もた くさん用

意 していなが ら、十代の子 どものためにと言 えば、

例 によって例 の ごとき<学習室>オ ンリーなので

ある。 そこのお客 さんは高校生 あるいは受験浪人。

そ して、席札 をくばった り、監視用テ レビカメラ

を設けた り、 とい う。

た しかに、現象 としては子 どもたちの本離 れと

い うこともあるにはちがいない。本 との関わ りだ

けで なく、生活時間その もの も悲劇的 な枠組みに

とじこめ られているだろ う。 しか し、だからとい

って図書館 に何の策 もないとい うのは、 どうい う

ことだろ うか。

大人には大人の、子 どもには子 どもの、生活パ

ター ンがある。大人 にしても子 どもに して も、一

色 ではない。十代の子 どもたちを考 えるとき、そ

の子 どもたちの生活パ ター ンの変化 をくみ とり、

そのパ ター ンにあわせ る図書館サー ビスがなけれ

ばならない。音響 や映像 に親 じむこともいい。仲

間 どうしのお しゃべ りもいい。 もちろん本 を読み、

受験勉 強 にとりくむことも妨 げられない。

とすれば、図書館の施 設 もそれに合 わせた工夫

がいるし、広 さも必要である。閉 じたかた ちの学

習室 を否定す るだけでなく、子 どもた ちに開かれ

たサー ビスの倉J造 とスペースづ くりに、図書館 は

もっと真剣 にとりくんでは しい。 そ して、サー ビ

スの創出 に、十代の子 どもた ち自身が乗 り出 して

ほ しいと思 うのだが・…………。

日々に十代の子 どもたちと接 している、高校図

書館の司書、司書教諭の皆 さんは、 どうお考 えに

なるで しょう。 (菅原 峻 )

I             DMか た ろ く
¨
            |

■第37回毎日出版文化賞特別賞′/日 本地学教育学会推薦

日利 じ石彰毎詈
■■

―
=湊正雄・浅頸青・松本達郎・太森昌衛 。水野篤行

小畠郁生・神谷英利・栗原謙二・森啓・勘米良亀齢・平野弘道

■A4変形判 各集 6シート 各集:500円 全集捕価88500円

生態学辞典器版
沼田真編 A5変形判 550頁 上製函入 ¥8500

恐竜□ 事典
グラット著 小畠郁生訳

0築地書館

B5判  図版380 ¥3500

〒104東京都中央区築地21012
●03-542-3731 振警東京!19057

東海大学ライフサイエンスシリーズ
B6判  定価:000円 既刊13冊

自然をしらべる地学シリーズ
地学団体研究会編 B5判 各巻2000円 (全5巻 )

生物学教育講座
沼田真監修 A5判
セッ ト価22600円 (全 !0巻 )

新 地 学 教 育 講 座

地学団体研究会編 A5判
各巻 1600円 (全 16巻 )

フイーJbド回鑑
第 1期全:0巻 各巻2000円

〒160東 京都新宿区新宿3274東海ビル

東海大学出版会

6
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く子どものためのライフスタイル〉

全6冊好評完結 !

考える練習をしよう
M・ パーンズ 左京久代訳 頭の楽しい屈伸運重九 !600円

どこでもできるスポーツ
T・ シュナイダー 堂浦恵津子訳 新スポーツ読へ 1800円

カラダにいいものを食べよう
M・ パーンズ 鶴田静訳 カラダと食べ物の関係 ? 1800円

自 立 す る 子 ど も に な ろ う
M・ パーンズ 永田美喜訳 今を生きるための本  !800円

自 然 と 友 だ ち に な る に は ?
M・ ライツ 福井伸子訳 自然とつきあう札   1800円

ミュージシャン

きみも音楽家になれる
丁・ ウォルサー 福山敦夫訳 楽器を手作 りしよう。1800円

晶文社 東京者時 代田区嚇 調 21-12電詢 3(255)4501

|―に最適の

LPレコードとカセットテ
①楽しいコーラス 10枚 (本 )組 各20,000円

グリークラス女声合唱、混声合唱とコーラスのすべてを網羅。

②NHKにつぼんの詩 8枚 (本)組 各19,000円
.し,う つ日本のキ子情歌を ,充アーティストによる歌と,ぼ .

③バンドの響きは賽楽の楽しみ)10枚 (本 )組 各18,000円
オリジナル有名マーチからクラシック、ポピュラーの鑑讃 と範奏に響詰L

④ギター名曲大全集 10枚 (本)組 各20,000円
セゴビアの′ヾッハから、ギターの名曲、ポピュラー曲まで‐流アーティストで編成。

⑤世界名曲コレクション15枚 (本 )組 各27,000円
カラヤン

'ベ

ルリンフィルをはじめ世界のトップアーティストによる名由名演奏。

⑥ザ・ビートルズボックス 8枚 (本 )組 各18,400円
歴史に残るザ・ビートルズの世界唯 残された全亀

□東芝EMIフアミリークラブ:爛腐弼識響ぱ」化が

ニューサイエンスを リー ドする学術専Pl出 版

朝倉書店

ニューメディアによる変容,活字離れ,軽薄

短小ブームに象徴される昨今ですが,月 社ヽで

は明日のわが国の担い手である若い読者に,

感動 と科学する心を育む良書の出版をたえず

目指 しております。

図書選定の資料にご活用下さい。

東京都新宿区新4り ll町 6-29 〒162  803-260-0141
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0東京 堂 の 辞 典 シ リー ズ

●おすすめしたい必備図書

B6判・426頁 。2800円

日本推理小説辞典

名 言 辞 典

刻 字 典
福井英一郎他編   四六倍判 。160頁 。4800円

日本・世界の気候図
東京堂出版酬2憂ζ靱 般重

（　

）

冒険の世界史
第1期全10巻完結

地中海、イスラム、アフリカ、南米、オーストラ

リア……・世界各地で起った歴史的事件を生 き生 き

と再現。人間の歴史が小説を読むような面白さで

学べる好評のシリーズ。四六判上製・カバー装。

うた の 絵 本 ● 全 12巻 完 結

思い出の童謡、唱歌、わらべうたと日本童画
史上に輝 く画家達の絵の組合せ。各巻650円。

り/Hポート
東京都豊島区南池袋116-22803-983-6191

呪
わ
れ
し
地
募
集
棘蒻
総
勅

華鏡の如き世界を集成。短篇１５篇収録。定価ニニ００円

悪
魔
な
ん
か
こ
わ
く
な
い

Ｍ
。Ｗ
・ウ
ェ
ル
マ
ン
著
　
深
町
員
理
子
訳
／
銀
の
ギ
タ
ー
の
ジ
ョ

ン
が
様
々
な
怪
異
を
次
々
と
撃
退
ズ
ニ
月
刊
）
予
価
ニ
ニ
０
０
円

月

世

界

へ

の

旅

脚
類

に
か
つ
ル
洛

ク
・
ヴ
オ
エ
ッ
ジ

〈宇
宙
へ
の
旅
〉
を
テ
ー
マ
に
し
た
文
学
の
分

析
を
通
し
、
西
欧
の
他
界
観
・
宇
宙
観
を
探
る

「観
念
史
学
派
」

の
記
念
碑
的
名
著
。
特
に
１７
‐
‐８
世
紀
の
ケ
プ
ラ
ー
、
ウ
ィ
ル
キ

ン
ス
、
ミ
ル
ト
ン
、
キ
ル
ヒ
ヤ
ー
ら
の
作
品
を
仔
細
に
検
討
。
そ

の
驚
く
べ
き
文
学
的
全
貌
を
描
く
。
（五
月
刊
）
予
価
三
七
〇
０
円
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初回配本以来5年に渡り逐次刊行中 ! シリーズ全25巻完結間近 !
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河村譲二訳

千蔵八郎監修
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イギリス国営放送BBC出 版部が世界に誇る,英国最高峰執筆人により
書かれた名曲解説シリーズの完全訳本! 音楽を志す者の必携書 !
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高校図書出版会
全国の学校・公共図書館に信頼されて26年/
毎年定評ある巡回訪間販売を続けています

底彗1真曇
‐
3‐警昌言管、

・
な言里貫警亀:倉憲塁扇署意鵞

求された巡回訪問販売等を行うグル■プです。

皆様の図書ご購入の参考としてお役に立てばと願ち|

ておりますので当会をご利用たまわれば幸いです。

岩崎美術社   三 修

研究社出版   淡 交

東京堂出版  ベースポール・マガジン社

高校図書出版会事務局 (岩崎美術社内)

社

　

社

啓 学 出 版

東 京 書 籍

保 育 社

03-824… 173:

|

鈴木幸夫編

中西庚南編
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